
１．対象工事 ２．総合評価の結果 ３．落札者の決定

※評価値は入札価格を一億で除したもので計算し，小数点以下第6位を切り捨て小数点以下第5位までとする。

４．落札者決定基準（評価項目）と配点 ５．入札参加者ごとの評価点一覧
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小計

ｄ　環境管理システムの認証取得状況

小計

ｃ　過去10ヶ年度及び現年度における同種工事
の施工実績

評価項目

小計

ｂ　品質管理システムの認証取得状況

ａ　過去10ヶ年度及び現年度における同種工事の施
工実績

小計

施工上特に配慮が必要とされる条件や課題に
関する技術的所見
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工事名

整理番号 200510388

評価点
配   点

工事の区分 土木工事

予定価格（税抜） 2,447,373,000 円

総合評価の方式 簡易型Ⅱ型

総 合 評 価 審 査 調 書

中央第４号幹線工事２

加算点
b

技術評価点
c=a+b

備　　考入札参加者名

青木あすなろ建設・環境施設・
サイト工業共同企業体

100

東鉄工業・仙建工業・栄喜工業
共同企業体

ピーエス三菱・加賀田組・東日
本コンクリート共同企業体

（総合評価一般競争入札における落札者の決定について）

落札候補者から提出された技術
資料等を確認の結果，評価値は
適切である。よって，当該落札候
補者を落札者として決定する事
は適当である。

【再評価について】
５．入札参加者ごとの評価一覧で
「再」と記載されている項目は，審
査の結果「再評価」となったもので
す。

再評価とは，入札参加者作成した
評価値申告書の申告内容に誤りが
あり，当該評価項目の評価基準の
最低点を評価点として再計算する
ものです。

入札参加者名

落札者の決定方式 除算方式

標準点
a

入札価格（税抜）
d

評価値
c÷d

フジタ・橋本店・河北建設共同企
業体

村本建設・奈良建設・橋本道路
共同企業体



令和2年11月24日
総合評価委員会

整理番号：　　200510388
工事件名：　　中央第４号幹線工事２

◆簡易な施工計画のテーマ
簡易な施工計画名

求める事項の内容（テーマ１）

評価細目１ 1 2 3 4 5 6 7

優（２点） ・記載内容が適切であり工夫又は重要事項等の記述が見られ優れている

良（１点） ・記載内容が適切である

可（０点） ・記載内容が一般的である

不適切
（-１点）

・評価細目についての記載が全く無いか，又は記載内容が不適切である

評価細目２

優（２点） ・記載内容が適切であり工夫又は重要事項等の記述が見られ優れている

良（１点） ・記載内容が適切である

可（０点） ・記載内容が一般的である

不適切
（-１点）

・評価細目についての記載が全く無いか，又は記載内容が不適切である

評価細目３

優（２点） ・記載内容が適切であり工夫又は重要事項等の記述が見られ優れている

良（１点） ・記載内容が適切である

可（０点） ・記載内容が一般的である

不適切
（-１点）

・評価細目についての記載が全く無いか，又は記載内容が不適切である
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「簡易な施工計画」に係る審査調書
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施工上配慮すべき課題に対する技術的所見

　本工事は、合流式下水道に接続されている青葉区川内地区の分流汚水をΦ1350㎜ミニシールド工
及びφ1200･1350推進工によって分流式下水道に接続替えを行い、公共用水域への汚濁負荷を軽
減させることを目的としている。
　この内、ミニシールド工は、（都）宮沢根白石線の中央分離帯上に築造する発進基地から(市)連坊
小路線の東北新幹線西側まで掘進する。二次覆工省略型セグメントを用い、かつ曲線があることか
ら、掘進時の精度管理が重要である。
　また、本工事現場の周辺環境は、住宅をはじめ商業・文教・医療施設が存在し、高度な土地利用が
図られた地区であるとともに、歩行者・自転車・車両などの交通量が多く、工事が周辺環境に与える
影響が懸念される。ついては、次の細目について技術的所見を求める。

「施工課題」
　ミニシールド工の施工区間は、二次覆工省略型セグメントを用い、かつ最小
曲線半径R=30mの曲線があることから、掘進時の施工管理を確実に行う必要
がある。一次覆工の基準高（垂直方向）及び中心線の偏位（水平方向）の規格
値をそれぞれ±100㎜及び±200㎜とするが、この規格値の何％で施工する
か。その体制・手順等について簡潔に記載すること。

得点配点と評価基準

評価点計

2

「安全管理」
　本工事は交通量の多い市街地での施工となり、施工に使用する運搬車両や
重機の安全管理が特に求められる。よって、ミニシールド施工時のダンプトラッ
クによる発生土運搬は長期に亘ることから、ダンプトラック運行上の安全管理
に関する体制・手順等について簡潔に記載すること。 2

2

得点小計（a）
評価点（b）=(a1*7+a2*6+a3*7)/2

「周辺環境」
　本工事で築造する発進・到達立坑の施工は、住宅、商業・医療施設等の近傍
で深く掘削する必要がある。よって、作業や重機による騒音や振動の影響を最
小限に抑えるための体制・手順等について簡潔に記載すること。

1 審査調書（200510388）


